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○司会 私は、本日司会を担当させていただきます金山と申します。よろしくお願い致し

ます。 
 最初に、舞鶴高専の太田校長からごあいさつを致したいと思います。よろしくお願い致

します。 
 
○太田 本日は外部評価委員会でございますが、長岡技術科学大学学長新原先生をはじめ、

齋藤さま、両中学校長先生にわざわざお忙しい中、足をお運びいただきまして、本当にど

うもありがとうございます。 
 私どもの学校は国立高専でございますので、まず学生の教育を第一に、さらに地域への

支援等を行っているところでございます。ＪＡＢＥＥ(日本技術者教育認定機構）も先日、
再受審致しましたし、来年度、認証評価の２回目を受審する用意を現在やっている最中で

ございます。 
 私どもの学校では、そういうことをやっているのですが、本日、先生方に外部評価をい

ただきまして、外から見た目で評価をしていただき、さらに本校の教育研究を進めていこ

うと思っている所存でございます。 
 本日は、よろしくお願い致します。 
 
○司会 どうもありがとうございました。 
 それでは、今年度の外部評価委員会の委員の先生方をご紹介させていただきます。左か

ら順番にご紹介致します 
 まず、舞鶴市立若浦中学校の校長先生でいらっしゃいます舩本忠成先生です。 
 
○舩本 いつもお世話になっております。よろしくお願いします。 
 
○司会 左からお二人目、長岡技術科学大学学長の新原晧一先生です。よろしくお願い致

します。 
 
○新原 新原でございます。まさか委員長を仰せつかるとは思っていませんで、気楽にま

いりましたが、引き受けたからには確りと努めさせていただきます。宜しくお願い致しま

す。 
 
○司会 よろしくお願い致します。 
 次に、日東公進株式会社代表取締役社長でいらっしゃいます、齋藤正幸様です。よろし

くお願い致します。 
 
○齋藤 齋藤でございます。どうかよろしくお願い致します。 
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○司会 一番右の舞鶴市立加佐中学校の校長先生で、舞鶴市中学校長会の会長であります、

稗田靖彦先生です。よろしくお願い致します。 
 
○稗田 稗田です。よろしくお願い致します。 
 
○司会 いま、お手元に舞鶴高専の外部評価委員会の規定を配布させていただいておりま

す。この外部評価委員会は何をするものかと言いますと、第２条に書いてございますが、

委員会は本校の教育理念、将来計画、教育活動、研究活動等について評価を行うというこ

とですので、外部評価委員の先生方には、これに関して、いろいろとご意見をいただきた

いということであります。 
 第５条に、委員会には委員長を置き、委員の互選により選任すると書いてございます。

これは、実際には事前にお願いをして進めてきているという慣例から、先ほど太田校長か

ら新原先生にお願いをしたということでございます。新原先生、よろしくお願い致します。 
 早速ではありますが、本日の協議事項に移りたいと思います。本日は三つの議題を準備

しております。配布資料は資料１、資料２、資料の３の１、３の２、３の３を配布させて

いただいております。 
 進め方と致しまして、まず１項目について本校側からご説明をし、その後、外部評価委

員の先生方からご意見を伺う。二つ目も同様、三つ目も同様ということで、４番目で「そ

の他」がございますが、特になければ約 10分間程度の休憩を取った後で、委員の先生方か
らお一人ずつ５分間程度の総評を伺って、本日の外部評価委員会としたいと思っておりま

す。 
 まず最初の議題でありますが、本校の教育の現状と課題につきまして、本校の太田校長

からご説明をさせていただきます。では、太田校長、よろしくお願い致します。 
 
○太田 ここのプリントにございますので、これで説明させていただいてもよろしいので

すが、パワーポイントも用意しておりますので、できましたら、この最前列の中央付近に

お座りいただけますか。 
 協議題（１）、本校の教育の現状と課題というところでございます。この写真は、新原先

生以外の方はよくご存じの景色でございます。これはここから車で 10分ぐらいのところに
ある金剛院という、重要文化財の三重塔の写真でございます。紅葉が非常にきれいなとこ

ろでございます。 
 本校の概要でございますが、昭和 40年に２学科が、まず創設されました。ただ、これは
機械工学科が２学級でございますので、３学科分、３×４＝12、120名で設置されました。
本校は第４期校でございまして、平成 27 年に創立 50 周年記念を迎えようとしているとこ
ろでございます。 
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 続きまして、その後、土木工学科が増設されまして、４学科となったわけでございます。

機械工学科は２学級ございますので、１学科を電子制御工学科としてエレクトロニクスを

入れたようでございます。さらに平成６年、土木工学科を建設システム工学科へ改組した

ということでございます。 
 さらに平成 12年、専攻科を設置致しました。その後、独立法人化、あるいはＪＡＢＥＥ
の受審、認証評価の受審。 
 平成 18年に建設システム工学科、これは４年から分かれる都市環境系（建設系）と建築
系の二つのコース制を導入しました。 
 各学科の内容でございます。機械工学科は、どこの高専にもありますような学科でござ

います。電気情報工学科は、私たち内部の人間にも分かりにくいところでございますが、

電気と情報の二つをミックスした学科でございます。 
 電子制御工学科は、元機械工学科でございますが、やはり計測制御が特徴かと思います。 
 もう一つは建設システム工学科。これは都市環境コースと建築コースの二つに学生が分

かれることになっております。 
 専攻科でございますが、現在の専攻科は、電気情報工学科と電子制御工学科の二つが、

電気・制御システム工学専攻という一つの専攻をつくっております。機械工学科と建設シ

ステム工学科の二つが建設・生産システム工学専攻をつくっております。 
 後ほど申し上げますが、上の二つは、どう考えても似たような学科でございますので、

一つのシステムをつくるのは、だいたい普通なところですが、機械と建設・建築を結び付

ける。これはちょっと、いろいろな問題も生じているところでございます。 
 いま高専機構は中期目標・計画の第２期でございますが、第２期中というと、あと数年。

あるいは、その先の計画を立てなければいけないのですが、それをいまつくろうとしてい

るところでございます。やはりこれからの社会状況を見たら、舞鶴市、京都府、この地域

の要望を考えた中期計画をしていかなければいけないだろうと思っております。 
 それと、ＩＣＴ、スマホなどが出てきまして、世の中全てがコンピューター社会になっ

ていますので、インターネットを用いたようなＩＣＴ技術の進展を考えた産業構造に合う

ものでなければいけない。 
 それから、いま少子化がどんどん進んでおります。舞鶴市でも人口自体が減っておりま

すし、少子化は大学よりも高専では何年か早く訪れますし、少子化を考えなければいけな

いと思っております。 
 また、社会の高専に対する期待。これは現在、非常に高専の就職は好調でございます。

本科では 20倍、30倍の求人倍率。専攻科は、後ほどご覧いただきますが、求人倍率が 100
倍、200倍の学校もあります。このように、いまのままでも求人倍率は非常に高い。そこの
ところも中期計画には併せて考えなければいけない。 
 「高度化再編」というのは、高専が独自につくっている言葉です。高度化再編というと

高専を難しくしていくみたいですが、高専をこれから改編していく、いろいろ展開してい
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く、それをきれいな言葉で言い換えたのが高度化再編でございます。 
 この学校を今後どういうふうに変えていくか。それを高専機構用語では高度化再編と言

っているのですけれども、高専では、高度化再編を考えていきたいと思っているところで

ございます。 
 これがいま考えたような、私どもの各学科でやっている内容でございますが、それを組

み合わせて、何か新しい学科、コースを考えていく必要があるだろうと思っております。  
 その四つの学科ですけれども、電気情報工学科と電子制御工学科の二つが、いま非常に

内容が似ているというので、二つを一つにするよりも連携、提携するということをやって

いるのです。 
 機械と建設、ここでは一応土木建築と書いてありますけれども、この名前は仮称ですが、

４年では、就職コースと進学コースというようなものを、就職コース、進学コースは何か

聞こえが悪いですから、例えば探究コースとか、ものづくりコースとか、そんな名前を付

けたらどうかという一案なのです。そういうのは４年、５年です。 
 専攻科では、いまは二つの専攻なのですが、先に申しましたように、機械と土木建築が

一緒になるというのは何か無理があるようですので、それぞれを独立した専攻にするとい

うことも考えられるのではないか。これは、ほんの一例なのですけれども。 
 こういうことを機構と相談しながらやっているのですけれども、高専機構本部は「舞鶴

高専は、そんなに入試倍率が落ちていませんので、ゆっくり考えてください」という感じ

です。 
  だから、われわれも今後、この計画というのは、ほんの一例と思っているのです。ある
いは、何か新しい学科を考えるとか、もういろんな試みが考えられると思います。 
 ただ、他の高専を見てみますと、もう来年の４月から函館高専とか、沼津高専などの高

専が、再来年になると、もっとたくさんの高専が高度化再編をやるのです。 
 だから、少子化もありまして、どこも高度化再編を急いでおりますので、それに合わせ

て本校も５年先には何か形が見えるような、ひょっとしたら、もっと早く考えなければい

けないかもしれませんが、そういう状況でございます。 
 スケジュールをざっと考えているのですが、平成 28年度といいますと、あと４、５年後
ですので、それまでにできるかどうかは、まだなかなかのところでございます。今後、考

えていかなければいけないと思っております。 
 今年度取り組んでいる主な事項でございますが、私どもで一番問題となっているのは、

入学者の確保でございます。先日、近隣のある国立大学の外部評価委員に私がなりまして、

外部評価に１日いました。そうしたら、全然入学者の確保というのはないのです。 
 普通の国立大学ですが、入学者の確保は考えていないのですかと質問したのですけれど

も、まったくこういうのはないのです。まあその大学だけかもしれませんけれども、やは

り入学者の確保が私どもは一番大事だと思っております。 
 私どもの学校は舞鶴にございます。今日はお二人の校長先生がいらっしゃっていますの
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で申し上げるのも失礼なのでございますが、人口８万人の都市でございますので、私ども

の 160人の定員を、舞鶴市だけではもちろん無理な状況でございます。 
 各中学校から大変ご理解いただきまして、舞鶴市の大きい中学校から何名も生徒を送っ

ていただいている状況でございます。それでも定員の半分にも達しない状況でございます

ので、京都市、滋賀県、兵庫県、福井県から幅広く、昔から生徒さんを送っていただいて

いますけれども、そういうところから来ていただかないと成り立たないわけでございます。

そのためにオープンカレッジなどをやっているところでございます。今後とも、オープン

カレッジを充実させていくということを考えております。 
 また、中学校さんに私どもの学校と密接な関係を構築する。たくさんの中学校を訪問さ

せていただく。ホームページ、携帯電話などを利用したＰＲ、学校紹介、情報発信を、い

まやっているところでございます。間もなく次の新しいホームページに、更新しようと思

っているところでございます。 
 これが最近の入試倍率でございますが、おかげさまで、1.5 倍、1.6 倍と倍率が上がって
きております。中学校を訪問させていただきまして、「もっと優秀な生徒さんをたくさん送

ってください」と、進路担当の先生にお願いしますと、「そんなこと、校長先生が言って、

生徒を送ると、ばっと落とすんでしょう」とおっしゃるのです。 
 確かに、申し訳ないのですけれども、1.0倍、あるいは 1.2倍とか 1.3倍の倍率では、学
科によって 1.0倍に達しない学科が出てまいります。1.3倍辺りを切ると、一つの学科、二
つの学科で 0.9倍の心配になってまいります。だから、四つの学科が全部 1.2倍以上になる
には、全体として 1.0数倍。文部科学省は 2.0倍で初めてよしとしているわけです。 
 高専機構の今年の文部科学省からの評価が初めてＡ評価になったのです。いままではＢ

評価だったのですが、高専全体の入試倍率が今年相当上がったのです。それで初めてＡ評

価になったのです。 
 高専機構全体の倍率が上がったというのは、私どもの学校も 0.1倍は寄与したかもしれな
いのですが、私どもも、もうちょっと頑張らないといけないのかもしれません。入試倍率

はやはり質の高い入学生を集めるには一番大事でございますので、今後とも頑張っていこ

うと思っているところでございます。 
 こういう受験者が、どこから来ていただいているかというところですが、舞鶴市からは

33 人が受けに来ていただいています。私どもの一番お得意さまはどこかというと、福知山
市とか、京丹後市とか、亀岡市とか、京都市以外の京都府が一番多く、その次が兵庫県、

滋賀県、京都市、この辺が多い。その次が舞鶴市になっています。福井県というのは嶺南

地方、若狭でございますけれども、ここをもうちょっと頑張らなければいけないなと思っ

ているところでございます。  
 こちらでは、舞鶴市の中学校の先生方とはお友達になれるのですけれども、ほとんどが、

さっき申しました京都市以外の京都府、京都市、あるいは兵庫県の中学校です。京都には

たくさんの中学校があって、どこの中学校からたくさんいらっしゃるかというと、毎年変



7 
 

わるのです。 
 だから 200も 300もある中学校にあいさつに回れないのです。それは他の高専も一緒で
すけれども、中学校の数はものすごく多くて、中学生もたくさんいらっしゃるのですが、

高校の数も山のようにあります。また大学の数もたくさんあるのです。 
 だから、選挙で言いますと、どぶ板ができないのです。都市型の選挙をやらないといけ

ないのです。結局は、地道に教育をやって成果を上げる。それが口コミで地元に広がる。

やがて京都市に伝わる。だいぶ息の長い考え方ですが、それしか方法がないような感じで

ございます。 
 それと、ちょっと細かい話で申し訳ないのですが、舞鶴市の中学校から 30 人から 50 人
ぐらいの生徒にいらしていただけますので、特に舞鶴市の中学校とは、平生から情報を密

に出させてお付き合いさせていただくというのが一番かなと思っています。出前授業、公

開講座をたくさんやる。あるいは、ポスターをつくったりしていくというのが、志願者獲

得の一番重要なことかなと思っております。 
 ２番目に取り組んでいることでございますが、外部資金の獲得をやっていかなければ、

運営交付金が、大学と同じでどんどん減ってくる。もう文部科学省に、ある国立大学の学

長が訪ねて、このままでは 10年後につぶれると陳情するぐらいの世の中でございます。わ
れわれも科研費の増額、あるいは地域の企業さん等からのお金などを、今後ますます増や

していかなければいけない。これは地域支援でございますが。 
 科研費は、長岡技術科学大学の齋藤先生に今年も去年も来ていただきまして、講習会を

行っているところでございます。そのためもありまして、ここ３年間、順調に右肩上がり

で増加しているところでございます。 
 特に、本校の科研費の申請数は少ないのです。先生方にもっとたくさん出していただこ

うと思っているのですが、本校の科研費の採択率が、今年は 47％でした。これは驚異的で
す。全国の高専大学は、だいたい 30％か、それ以下なのです。高専で採択率は二十数％が
平均ではないかなと思います。本校は 47％で、出した人の半分は当たる。これはちょっと
他の高専にない採択率です。 
 これは本校の先生方が優秀であるからだと私は思っています。それは京都大学の分身み

たいにしてできた学校ということもあるかなと思っています。非常に優秀な先生がいらっ

しゃる証拠かなと思っております。 
 次は、さらに外部資金を導入いたしまして、同時に地域企業とやっていこうと思ってい

るところでございます。最近の動きとしましては、京丹後市の丹後機械協同組合の役員の

方々に、この間も来ていただきまして、共同研究を進める手はずを、いま調えているとこ

ろでございます。齋藤様から、綾部ともやれと言われているところでございますので、頑

張ろうと思っております。 
 教育の充実。これもやらなければいけないのですが、昨年と一昨年、高専機構の推進経

費をいただきました。私どもが１年生でやっている工学基礎に、これは初年度教育でござ
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いますが、それとアントレプレナー教育を結び付けて、お金を入れまして工学基礎とか初

年度教育を充実させる。 
 この左側は舞鶴市の課長に講義をしていただいているところでございます。右側はムラ

タセイサク君ですが、ムラタセイサク君を開発した責任者が私の教え子でございますので、

そういう人に来ていただいて講演していただいたりしているということでございます。 
 高専の中で舞鶴高専の特長といわれていますのが国際性の充実でございます。先日も、

４年生が四つの学科とも、アジアの国々に行って、40 人ずつ別々の国へ派遣致しまして、
研修をして帰ってきたというところでございます。また、海外インターンシップとかの制

度をつくりまして、専攻科の海外インターンシップなどをやっているところであります。 
 先週は、ＩＳＴＳという、高専機構がタイのキングモンクット工科大学と提携している

ところでございますが、高専の学会発表みたいなのをタイのキングモンクット工科大学で

やる。それにも本校の学生が発表をして帰ってきたところでございます。 
 三つ目で、地域と連携した教育を進めようと思っております。左側にございますのは、

本校の尾上教授の研究室が商店街の空き店舗を１軒、舞鶴市の協力によりお借り致しまし

て、そこを本校の学生が改造して、そこでゼミをやったり卒業研究をやる。そのようなサ

テライトラボみたいなものを、いまつくったところでございます。 
 右側は平成 23 年８月 30 日の『朝日新聞』でございます。空き店舗からのあきない研究
と書いてございますが、そういうこともやっているところでございます。 
 それから次は、本校では会社を起業した本校卒業生を、何度か本校に、あるいは京都に

お呼びしまして、在学生に向けていろんなイベントをやっているところでございます。 
 これは平成 22年、23年に、そういう方々に来ていただいて実施した、高専機構の特別推
進経費による事業でございます。これを本校が中心になりまして、福井高専、呉高専、明

石高専と実施したということでございます。 
 それから、取り組まなければいけないというのは、学生への支援でございます。最近は

心の問題がございますので、学生相談室。本年は、教職員の相談員などを充実させるとと

もに、外部からそういう専門家をさらに１名動員しまして、いま対処しているところでご

ざいます。あるいは担任制度。これは４、５年もちろん続けまして、担任制度によるきめ

細かな学生に対する指導をやっているところでございます。 
 本校は、多数が遠方からの通学生でございますので、現在、約 800人中約 540人が寮に
入っております。だから、ほとんどの人が寮に入っているという感じでございます。それ

でも、いま 60 名から 70 名以上が寮に入れない。２年、３年で、外で下宿しなければいけ
ない人がおります。 
 高専機構に頼みまして、７番目の新しい寮で 100 名の増員。100 名の増員と言いまして
も、実際は、いまある４人部屋をなくしまして、二人部屋、あるいは個室に致しますので、

600人ぐらいの寮になります。それを来年度、又は再来年度に。設計は今年度中に終えます
が、その学寮の増設もございますので、800人中 600人以上が寮生となります。 
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 保護者の方からは、学校を信頼して、15 歳の少年少女を学校で預かることになりますの
で、知の教育とともに人の教育をやらなければいけない。フェース・ツー・フェースの教

育をやらなければいけないというところに特に心掛けております。 
 寮には寮監として教職員が毎日、３人泊まっています。これは非常に負担でございます

ので、多忙繁忙を解決するために、例えばガードマンとか、外部から１名、寮母ならぬ寮

父などの採用もあるのですが、そうするとサービスの低下にならないかとか、いま議論し

ているところでございます。そういう学生への支援をやっていかなければならないと思っ

ているところでございます。 
 これがいま申し上げました 1379平米の、男子 100名収容。これを再来年ぐらいまでかか
るかもしれませんが、これをぜひ解決しようと、いまやっているところでございます。 
 左側がちょっとご覧になりづらいのですが、ロッカーがあって、その右側に部屋があっ

て、４人が入っている。これは大きい一つの部屋なのですが、右と左の写真を合わせて、

こちら側とこちら側の二つが４人部屋です。 
 ここに一つベッド、二つベッド、これの後ろに一つ、この間にロッカーで仕切っている

のですが、非常に過酷な環境でございますので、これは二人部屋ぐらいにするという工事

をする。 
 いまは文部科学省のＳ評価になっておりますので、再来年度までには間違いなく解消さ

れると思います。もし国の予算が取れれば来年度も可能かなと。再来年度までには完成だ

ろうと思います。本日やらせていただいている外部評価は、これなどを厳しくご批判いた

だきまして、今後の検討材料としたいと思っているところでございます。 
 進学・就職でございます。本科は、ちょっとご覧になりづらいのですが。いまのように

景気が悪いときは、高専は求人率が高いですから、早く就職してしまう。平成 23年度は 91
名でございます。進学は 65名、専攻科は下に書いてございます。  
 専攻科の求人倍率はすごい倍率でございます。 
 舞鶴高専の就職の特徴というのは、さっき申しました京都府、滋賀県、兵庫県からの学

生が多いせいか、地元が京阪神ですので、京阪神地区の一流企業、有名企業にほとんどが

就職されているということでございます。 
 以上が本校の現状と、これからの問題点でございます。どうもありがとうございました。 
 
○司会 では、２番目のご説明ということでＪＡＢＥＥの中間審査について、金森先生か

らご説明を行います。よろしくお願い致します。 
 
○太田 評価委員長は私で、金森先生は評価副委員長でございます。電子制御工学科の教

授で、本校の元機械工学科卒でございます。 
 
○金森 金森でございます。よろしくお願い致します。 
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 それでは、ＪＡＢＥＥの中間審査につきまして説明させていただきます。 
 まずＪＡＢＥＥ認定とは何かということでございます。ＪＡＢＥＥ認定とは、国際化の

ため「ワシントン協定」の認定大学卒業生と同等の学業レベルを保証するための制度でご

ざいます。大学など高等専門学校で実施されています、技術者教育プログラムが社会の要

求水準を満たしているかどうかを評価致しまして、要求水準を満たしている教育プログラ

ムを認定していくという専門認定の制度でございます。 
 このＪＡＢＥＥ認定によりまして、技術士の１次試験が免除されるというメリットがご

ざいます。ＪＡＢＥＥとは何かということですが、日本技術者教育認定機構の略称でござ

います。 
 また、「ワシントン協定」という表現が出てきますが、これは技術者教育の実質的同等性

を相互承認するための国際協定となっております。もう少し分かりやすく言いますと、国

際的な技術者教育の水準と基準を制定した国際的な協定ということになります。 
 本校におきましても、本科の４年、５年、それから専攻科１年、２年の４年間にわたる

生産情報基礎工学プログラムを編成しております。内容は、本科４学科と専攻科２専攻を

一つに融合化、複合化したプログラムとなっております。 
 これまでの認定状況でございますが、平成 16年度に新規の認定審査を受けまして、以来、
昨年度までずっと認定をしていただいております。前回の継続審査は平成 21年度に行われ
まして、このときの審査結果は基準１から５につきましては、おおむね良好であるという

結果をいただきました。 
 ただ、基準６に関しましては不十分であるという結果をいただきまして、認定の期間が

３年間でございます。本年度は、不十分であった基準６に関しまして、中間審査を受けな

ければいけないという状況になっております。 
 基準の内容と前回の審査結果につきまして、説明させていただきます。まず、基準６の

１の（１）でございますが、「学習教育目標に関する評価結果等に基づき、基準１から５に

則してプログラムの教育活動を点検する仕組みがあり、それが当該プログラムに関わる教

員に開示されていること。また、それに関する活動が行われていること」となっておりま

す。前回の審査結果はＣ判定でございました。 
 次の基準でありますが、６の１（２）、「教育点検システムは、社会の要求や学生の要望

にも配慮する仕組みを含み、またシステム自体の機能も点検できるように構成されている

こと」となっております。前回の審査結果は weakのＷでございます。 
 次の基準、「教育点検の結果に基づき、基準１から６に則してプログラムを継続的に改善

するシステムがあり、それに関する活動が実施されていること」となっております。これ

に関しまして、審査結果は weakのＷでございます。Ｗは下から二つ目、weakということ
であります。判定は４段階ございまして、１番上がＡ、２番目がＣ、３番目がＷ、一番下

がＤとなっております。 
 そこで、教育点検システムと継続的改善システムを見直しまして、まず大きな変化と致
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しましては、改善ということを中心となって担っていく委員会と致しまして、教員改善委

員会を発足させました。Plan・Do・Check・Action のループの中の Action のところに配
置を致しました。 
 教育点検は、主として教育プログラム委員会が行うことと致しました。教育点検の仕組

み自体を教育改善委員会が審査を致しまして、不適切な場合には改善を要求できるシステ

ムに改めております。 
 今年度、中間審査をしていただきまして、11 月７日付けをもちまして１次審査結果をい
ただいております。まだ進行中で１次の段階ではありますが、１次審査結果につきまして

報告させていただきます。 
 まず基準 ６の１の（１）で、前回の審査結果がＣ判定であるのに対して、今年度の中間
審査におきましてはＡの判定をいただいております。その根拠と指摘事項でありますが、

「教育プログラムからの教育点検の結果報告を受けて、教育改善委員会がシステムの改善

を勧告、または要請する仕組みを構築している。また、プログラムに関わる教員にウェブ

サイトを通じて開示されており、基準を満たしている」ということでございます。 
 次の基準、前回の審査結果が Weak に対しまして、本年度はＡの判定をいただいており
ます。その根拠でありますが、「外部評価委員会の開催、授業アンケートの充実、シラバス

の記述内容の整備、修了者・企業を対象とした学校評価アンケートなどが実際に実施され

ている。また、教育改善委員会において、これまでに構築した仕組みの適切性が点検でき

るように構成されており、基準に適合している」ということでございます。 
 次の基準でありますが、前回の審査結果Ｗに対してＣの判定をいただいております。Ａ

ではございませんので若干の課題を残す結果となっております。その根拠、指摘事項であ

りますが、「新たに教育改善委員会が設置され、教育活動を継続的に改善する活動が行われ

ているが、確実な実施が望まれる。例えば、プログラムの学習教育目標を達成するために

重要な卒業研究や特別研究を評価する際の科目の到達目標との関連や、学習教育目標との

関連付けに改善が望まれる」ということでございます。 
 今後の課題と致しまして、中間審査結果の対応と致しましては、卒業研究と特別研究の

評価基準と学習教育目標との対応、ならびに到達目標等の対応につきまして整備していく

必要があると考えております。 
 また、ＪＡＢＥＥは新基準の運用を始めておりますので、新しい基準に対応するために、

チームで仕事をするための能力の育成、また育成すべき自立した技術者像の制定が必要と

考えております。私の方からは以上でございます。 
 
○司会  引き続き、三つ目のご説明を差し上げたいと思うのですが、パワーポイントは

使いませんので、外部評価委員の先生方、前の席に移動をよろしくお願い致します。 
 ３番目のご説明の内容は、企業等、卒業生へのアンケート結果の分析ということでござ

います。ご説明致しますのは、舞鶴高専の評価委員会の委員であります、機械工学科教授
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の生水先生です。 
○生水 機械工学科の生水と申します。本日はよろしくお願いします。 
 この後ちょっと資料が多岐にわたりますので、座ったまま失礼させていただきます。資

料は３の１、３の２、３の３ということになっております。 
 そこで、このアンケートですけれども、アンケート対象と致しまして、卒業生、修了生

につきましては、昭和 62年、63年、平成 10年、16年、17年の本科の卒業生、専攻科の
方は平成 16年、17年度の専攻科の修了生に対して行ったものです。 
 企業のアンケートですが、平成 19 年から 23 年度の本科卒業生、および専攻科修了生の
就職先の企業、主に人事担当者の方にいろいろとご厄介になっております。そのような資

料をまとめたものが３の２、３の３になります。円グラフが集計結果となっております。 
 アンケートの期間と致しましては、本年（平成 24年）５月 28日から７月 10という日程
を設定致しまして、まず郵便によるアンケートを依頼致しました。その後、今回は初めて

ウェブで本校のホームページにアクセスしていただいて回答するという、ウェブの回答方

式を採用致しました。 
 回答数ですが、卒業生、修了生につきましては 686人中 83名、企業につきましては 223
社のうち 52社という回答を得ております。若干この数字が低いというのが問題だなと感じ
ております。 
 このアンケートにつきましては、以前は平成 13年から 17年、20年ということで、過去
に３回やっておりまして、今回で４回目のアンケートということになっております。 
 いただいたデータにつきまして、それぞれ分析、集計を行いました。集計の仕方ですが、

卒業生、修了生につきましては「十分満足」「大いに必要である」ということで回答をいた

だいたものを、５段階のうちの５と判定いたしました。その反対に、「大いに不足している」

につきましては、５段階のうちの１という判定でもって集計を行いました。 
 企業につきましても同様に、「十分過ぎる」を５段階の５という判定にさせていただいて、

この逆の「まったく不十分である」につきましては１として、これも同様に５段階で評価

を行いました。それらをまとめたものが、資料の３の１の表１、図１に表れております。 
 ５段階でできないものについては割愛をさせていただく。例えば個人の基礎データであ

るとか、企業さんの業種、職種につきましては５段階評価が当然できませんので、そうい

うものは省いてございます。 
 内容についてですが、全体で１から 12項目まであります。そのうち、まず最初に出てき
ますのが、自然から専門知識。これは座学および実験、実習に関してということです。こ

れは業務における要求度、高専での教育の満足度とともに、比較的高い評価値を示してお

ります。 
 なお、評価値につきましては三つ、白丸、黒丸、三角。図１ですが、業務における要求

度を白丸で、高専で受けた教育の満足度を黒丸で、企業からの教育評価値を三角で示して

おります。 
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 一方、４番目の基本的な情報技術につきましては、業務における要求度は比較的高いの

ですが、高専での教育の満足度は、やや低い結果となっています。これは出身学科、専攻

に依存するものと考えられますが、時代の流れを考慮した改善が必要であると考えられま

す。 

 この中で５番目、英語によるコミュニケーションが最も低い値を示しております。実は

前回の平成 20 年のときの結果も、ほぼ同様な傾向を示しており、今後この改善が必要にな

ってくる思われる内容になっております。この次の人文系の科目になるのですが、ほぼ同

様な結果になっております。 

 その後、卒業研究、特別研究、専攻科の卒業研究を特別研究といっていますが、内容に

つきましても高い値ではないというところできております。 

 今回、初めて設定致しました学習教育目標につきまして、アンケート結果が出ておりま

す。これにつきましても、やっぱり高い値が得られました。こういったところで、一定、

本校の学習教育目標の妥当性が出ているものと考えております。 

 今回の問題点としましては、アンケートの回収率がやや低かったことにつきましては、

次回、３年後、４年後になるのですが、回答率を上げるための努力が今後必要になるもの

と考えられます。私からの説明は以上で終わります。 

 

○司会 どうもありがとうございました。 

 これで、三つの観点でご説明、１番目が本校の教育の現状と課題、２点目がＪＡＢＥＥ

の中間審査について、３点目が企業等、卒業生へのアンケート結果の分析のご説明が終わ

りました。以上の説明でお分かりになりにくかった点とか、何かご質問がございましたら、

外部評価委員の先生からお願いしたいと思います。いかがでしょうか。 

 新原先生、よろしくお願いします。 

 

○新原 では、私から口火を切らせていただきます。 

 太田校長および各分野の責任者から、詳細に舞鶴高専の教育・研究・地域貢献等の現状

と課題に関してはご説明いただきましたので、十分に理解できたと思っており、また、各

分野で予想を超えるレベルで活動・活躍されていることを知り感激しています。しかし、

気になることも有りました。その一つは、舞鶴高専に入学する学生の件ですが、色々と苦

労されており、舞鶴市からの入学者が少なく、先生方が福井県や兵庫県等の中学校まで勧

誘活動をされていることを知り、そのご苦労に感謝したいと思います。この件を解決する

ためには、同じような状況であり毎年多くの先生方が全国の高専を訪問している長岡技科

大と連携する必要が有ると感じました。即ち、高専の高等教育機関としての役割を持って

いる長岡技大はその全国的な認知度を向上し、高専を希望する中学生の増大を支援する活

動を展開する必要があると感じました。舞鶴高専に中学校の先生方や学生・父兄を招待す

るような行事の際に、本学からも参加し、協力したいと思いますので、必要な場合は声を
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かけてください。加えて、外部資金獲得の件ですが、科学研究費の採択率は非常に高いく、

50％近いという事実は誇りにして良いと思いますが、総額として現状の約２千万円を２倍

近くまで高めて頂きたいと思います。舞鶴高専の様々の活動・活躍を見ますと、この改善

は可能な範囲と思います。また、ＪＡＢＥＥの件ですが、今日の説明で色々と苦労されて

いることを知りました。本科の４年、５年と専攻科の２年を単位として活動され、成功裏

に認証を受けておられますが、その苦労がアウトプットとしてどのように生かされている

かが良くわかりませんでした。専攻科を修了された学生の将来に如何なる影響が出ている

のか、別な言葉でいえば、専攻科学生の就職時等にどのように反映されているのかが分か

れば、ＪＡＢＥＥを受けるインセンティブが高まるのでは思います。 

 なお、アンケートの結果ですが、これで４回目のアンケートと言うことですが、高専が

非常に強いと言われているところ、及び、高専が少し弱いかもしれないと言われていると

ころが、端的に表れた結果になっていると思いました。弱点の一つで英語によるコミュニ

ケーション能力の件ですが、この件は勿論高専の学生の英語力と相関していると思われま

すが、その原因は、高専の学生の“食わず嫌い”ではないかと思います。というのは、長

岡技大に入学した学生は、約９０％が大学院に進みますが、その大学院への入学前に、入

学予定の学生全員が、4年時の後半に国内外の企業等に、５カ月～６カ月の長期のインター

ンシップ（長岡技大では実務訓練と呼んでいます）に出かけます。その中で、昨年は 15％

以上の学生が外国の企業等に出かけました。これらの学生は、出かける前に現地語教育は

少し実施しますが、これは挨拶程度のものです。また、ＴＯＥＩＣの点数も４００点未満

の学生が多くいます。ところが、行くまでは色々と心配をしているのですが、また学生も

自信がなさそうな様子ですが、６カ月たって帰って来た時には、殆どの学生が現地語で十

分なコミュニケーションが取れたと自信満々になって帰ってきます。私も何回か、ドイツ

とか、東南アジアとか、学生の実務訓練先を訪問したことが有りますが、驚くなかれ、１

～２カ月経過すると、ドイツに行った学生は英語やドイツ語で、マレーシアに行った学生

はマレー語で、現地の人々と十分なコミュニケーションをとっていることを、何時も実感

して帰ってきます。６ヶ月立って帰国した学生の多くは現地語がべらべらになって帰って

きます。例えばベトナムの企業に訪問した学生は、ベトナム語をばりばり話せるようにな

って帰ってくる。しかし彼らは、英語はというと駄目ですね。英語は苦手で自信が有りま

せんと言います。何か可笑しいと思っています。高専に入学してくる学生は、中学生時代

に英語はダメ、苦手との思い込み、即ち、英語に対するアレルギーというか、食わず嫌い

が、出来上がっているのではと思われます。この面を一点突破で自信を付けさせたら、か

なり変わってくるんじゃないかなという気がしています。 

 長岡技大には既に述べましたように80％の学生が高専から3年次に編入してきますので、

個人的に調べてみますと、英語が苦手と言う学生がかなりいます。そこで、英語が大の苦

手でＴＯＥＩＣの点数が３００点以下の学生５人を対象にして、個人的に「英語は単なる

コミュニケーションを取るツールで、赤ん坊でもＯＫなのだから、若い人は誰でも毎日１
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時間位、自信を持って地道に努力すれば、ＴＯＥＩＣ５００～６００点を突破できるはず」

と繰り返し説得し、納得して２～３ヶ月努力してもらったところ、一人を除いて、全員が

２ヶ月でＴＯＥＩＣ６００点を、一人は７００点を突破しました。 

 色々と長々と述べさせていただきましたが、申し上げたかったのは、１５歳から２０歳

の若者の能力は、自信を持たせることが出来れば、無限に開花する可能性が大であるとい

うことです。個々に異なる学生の能力を、その能力に応じて伸ばす努力をして頂ければ幸

いです。 

 
○司会 では、齋藤様、よろしくお願い致します。 
 
○齋藤 今日は、こういう機会をいただきまして非常に参考になりました。ありがとうご

ざいました。舞鶴高専は私の母校でございます。いま、受験をしたいという方も何とか上

昇しているということで本当に安心しましたし、ますます充実をしていただきたいなと思

った次第でございます。 
 思うままに述べさせていただきます。ここは寮生が非常に多いということで、私なんか

の経験でも、高専というのは非常に人格形成途上の学生さん、いわゆる教育もしないとい

けないし、知識も身に付けていかないといけないという両輪ですね。大学であれば、人格

はある程度できた子たちなのでしょうけど。そういう意味で、高専の先生は大変ですし、

本当にご苦労だと思っております。 
 それ故に、高専が現在の社会の中で非常に社会的な要求を満たしているというのは、あ

る意味、何か特徴があるのかなと思います。逆に、いまの大学等にない一つの全寮に近い

場というのは、すごく学校側としても、日本の将来に対して責任を負っておられることに

もなろうかと思います。 
 全人教育といいますか、その辺りを本当に今後どう考えていくのか、大変、本当に重要

な役割を持っておられると思いますし、高専制度故に、そういうところがあるのかなと思

います。 
 海外なんかへ行ってみますと、若者の目の輝きがちょっと違う。日本において、たらた

ら歩いている若者を見ると、もっと背筋をピンと伸ばして歩いてよと思うのですけれども、

やはり若いときに本当に自然に恵まれた白屋という風土の中で純粋に運動と勉学に集中す

ることで舞鶴高専の卒業生というのは、これがある意味強みにしていっていただきたい。 
 集団生活を通した協調性というのは、間違いなく社会人になったときには組織人として、

また自分を抑える意味で大切ですし、松尾寺も近く、立派な和尚さんもおられるので、そ

ういった精神的なことをある程度取り入れたらいいと思いました。 
 それから、カリキュラムには、自然科学、専門知識、いろいろあるのでしょうけれども、

情報を整理していくＫＪ法の修得とか、発想法で言ったらＮＭ法といった、創造工学的な

授業は何かありますでしょうか。太田先生、本校のカリキュラムの中にあるんでしょうか。 
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○太田 創造工学ですか。 
 
○齋藤 はい。そういった発想法的なことを教えるというのは、あるのですか。 
 
○太田 取りあえず、いまやっています。 
 
○齋藤 知りませんでした。 
 そういうところは、われわれなんかの時代とはずいぶん違って、よりいい方向だと思い

ます。ぜひ、そういう発想法的なところというのは、私も社会人になってから通信教育を

受けて、これはすごく面白いなと思ったことがあったので、ぜひそこら辺も考えていただ

きたいと思います。金太郎あめみたいな学生はいらないと思いますし、これから本当にイ

ノベーションをやっていっていただけるような学生さんにしようと思ったら、やっぱりそ

ういう発想法的なところも非常に大事かなと思いました。 
 私は、たまに講演をさせていただくのですが、Ｖ＝Ｆ/Ｃというバリュー・エンジニアリ
ングの話をします。学生さんに、何で勉強しないといけないのという論理付けがモチベー

ションを維持していく上で大切な知識だと思っています。 
 価値というのがコスト分のファンクションというＶ＝Ｆ/Ｃを例に挙げて、よく説明する
のですが、われわれがいろんな手段をチョイスしているのは、実は価値を判断しているん

だという意味合いから話をしまして、同じ機能であればコストの小さいものを、価値が上

がることから選んでいるんだよと。 
 会社に入りますと、同じ機能の設計をやったとしましても、例えば増力機構でも、同じ

機能を果たす手段ってたくさんあります。その中で一番条件に合致した手段をどう選ぶか。

その手段の組み合わせが機能系統図ですが、それを最適な手段の組み合わせで、ベストの

ものを広い知識の中から選ぶことができる。これが、まあ言ったら仕事人、プロだと思い

ます。 
 であれば、いろんな機能の達成手段をたくさん知っていないと最適のものが選べないで

しょう。だから、あなた方は勉強による知識の修得がいるんですよと、そんなような話を

講演会でしています。 
 聴講していただいている先生なんかも、そうだ、そうだと、うなずいていただきまして、

学生も、そうだなと思っているようです。そういった動機というか、なぜ勉強しないとい

けないかということも、一方では必要かなと思った次第です。 
 最後になりますが、現在、民間企業は、また電気料金が上がるとか、とんでもない話に

なってきて、非常に今後を案じています。日本の産業構造が垂直統合から水平分業で、弱

電は完全にやられたのですけれども、まだ多くの企業は垂直統合で、やっぱり日本は生き

ないといけないのかなと思っています。 
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 そういうときに残っていく産業、会社はどこなのかなというのは、やっぱり擦り合わせ

をやるとか、いわゆるお客さんのために本当に尽くしていく集団力を持った会社でしょう。

世界にない日本人の集団力をどう生かしていくか、そしてこれからの産業構造がどう変わ

っていくかというところを、先生方もぜひ頭に入れていって、カリキュラムの中に落とし

込んでいっていただきたいなと思います。 
 日本は、これから生き残っていくためには、海外にどんどん展開していかないといけな

い。先ほども英語のお話がございました。そういう勉強というのは当然必要になってくる

のですが、何と言っても島国であるという、外国人が周りにいないという環境の中で、ど

う、それも動機付けていくか、そんなこともこれから必要です。 
 それから、物だけをつくっていたらよかったのですが、いまはもう「モノビジネス」か

らそのモノでどんなコトが出来るかという「コトビジネス」へ移行しつつあります。そう

いう意味で言ったら、電気技術者というのは、いかに機械の中にいろんな魂を埋め込んで

いくかという意味で、システムエンジニア、プログラミングエンジニアは今後、ますます

必要になってくると思います。 
 いろんなプロコンなんかでも舞鶴高専はいつもトップにいるので、これは本当に頼もし

く思っていますし、世の中も「モノ」から「コト」にという移行の中で、またそういう発

想なり、電気のソフトウエアの人材を、舞鶴高専の強みとして、ぜひ強化していっていた

だきたいなと思いました。そんなところで、いろいろ述べさせていただきまして、どうも

ありがとうございました。 
 
○司会 どうもありがとうございました。 
 稗田先生、いかがでしょうか。よろしくお願いします。 
 
○稗田 失礼します。齋藤さんと同じように私も卒業生です。ちょうど 40年前に卒業しま
した。機械科の４期の卒業生です。 
 話されている内容が難しすぎて頭がついていかなくて、分からないことがいっぱいあり

ます。資料も早くからもらっている中で、今日も説明があったのですけれども、学生のメ

ンタルヘルスということに、私は目がとまりました。 
 あと、今日の評価項目の中にあった哲学、倫理、法学、経済学などへの満足度、また企

業からの評価が低いということ辺り。それと、いわゆるメンタルヘルス等々とも関係する

のですけれど、学生たちの人間関係がどうなっているかなというところも、実はもうちょ

っと聞かせていただいて話ができるといいなと思うのですけど。そんなことについて、一

言ずつ言わせてもうおうかなと思います。 
 まず、中学校で子どもたちの人間関係を見ておりましても、日本全体でいわれているよ

うに希薄化してきているということが起きていると思います。おそらく高専でも、そうい

うことが起きているのではないかなと思います。そういうことも併せて中学校の現場では、
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子どもたちの人間関係をつくっていくということを教育活動の中で大切にしています。 
 授業を通してやるということの中では、ただ教師が講義するだけではなく、子どもたち

がグループになって、ある課題を一緒に話し合いをしながら解決していくとか。もちろん

体育祭、文化祭、いろんな行事など、子どもたちがそれぞれの役割を持って、協力して物

事を進めていくということに取り組んでいます。 
 高専で私がかつて受けていたようなことは、もうないと思うのですけれど、その辺の授

業の在り方等、学生たちの人間関係を、より深めていくというか、つながりを高めていく

ようなことが求められているのではないかなと思います。 
 アメリカの精神科医のサリバンという人が、人間の生きる価値やら存在意義を感じるの

は人間関係の中にあると言っておられます。人間関係が疎遠になっていくと、生きる価値

とか、人生に対する目的とか、そういうことを感じられなくなっていくということがあり

ます。 
 人間教育をするということも、一つの目標として挙げられていますけれど、そういうこ

とも一つの重要なポイントになるのではないかと思います。それを普段の授業の中で、ど

う、そういうことを組み込んでいくかということが一つのポイントなのかなと思いました。 
 学生相談室の充実等もあるのですけれど、なかなかそこまで行けないと思います。いわ

ゆる自己との対話というのが、他者との対話に投影するということがいわれます。そうい

う意味では、コミュニケーションが豊かになるためには、自己といかに対話できるかとい

うことがポイントになります。 
 そういうことも併せた全体の専門科目と一般科目の、いわゆる授業時間数の問題になっ

て、なかなかそこまでいかないのだと思うのですけれども、セルフカウンセリングが身に

つくような科目があるということも必要だと思います。学生が自分で自分をカウンセリン

グできるような技能を身に付けておくということは、一生の宝になっていく。それが企業

に勤めたときも、自分が生きていくのに、すごく宝になるのではないかなと思います。 
 セルフカウンセリングの力を身に付けると、他者とのコミュニケーション能力がすごく

高まってきますので、そういう一般科目の中でできるのかどうか否か分かりませんけれど、

何かそういうこともあっていいのではないかなと思います。 
 卒業生や企業からの評価も低い哲学とか法学とか、いわゆる人間の生き方に関するよう

なものが、さらに充実してくると、セルフカウンセリングの内容も充実してきます。 
 一方で、専門家、技術者としての知識も高めていくことが大事ですけれど、その基盤に

あるのは、生きている生身の人間ですので、生身の心がありますので、そこをどう教育の

中身として充実していくかということが、技術者としても、社会の変化に対応しながら、

心も対応できる基盤をつくっていけるのではないかと考えます。 
 ありがとうございました。 
 
○司会 どうもありがとうございました。 
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 では、舩本先生、よろしくお願い致します。 
 
○舩本 失礼致します。 
 まず 11 月４日ですけれども、高専祭の日です。本校は若浦中学校創立 30 周年の記念式
典に、そのときにもかかわりませず、副校長先生に来ていただきました。本当にありがと

うございました。 
 実は、そのときに、うちの生徒がロボット大会で、ここでお世話になっている。その子

は生徒会長なのです。一連の式典の流れの中で、「未来への誓い」として展望ある話をして

くれるかという話をしたら、「僕は高専へ行きます。ロボット大会へ行きます」と。この子

にとっては、それを選択した、大事なんだろうなと。 
 そんなの難しいのに、どうやってつくっているのかと言ったら、やっぱりお父さんも知

識がある方だと思います。お父さんの力を借りながら完成させて、その日に臨んだと。い

ろいろお世話になっております。その次ですが、11 月７日にも今度は玉田先生と加登先生
に来ていただいて、出前授業です。 
 この裏話をちょっとしていきたいと思うのですけれども、うちの理科の担任の思いとし

ては、ある程度の教材が終わった段階で、さらに深い、難しいことを教えてほしい。そん

な思いで 11月の時期になりました。私がその話を聞いたときに、この地域の中で、地震の
ことを考えたらやっぱり必要な知識があると理解したので、理科の教師に説明してプリン

トを置きました。 
 そこから先がなかなか進まなくて、実は私の息子も、ここでお世話になった。中舞鶴小

学校の理科クラブか科学クラブで、また先生たちに来ていただいて、出前授業というか、

指導をしてもらった。 
 そのプリントを持っていって、こういう依頼をすればいいんだよと。その人の意地悪を

言っているのではない。なかなか連絡を取るすべを知らないで、今日まで来ている教師も

いるので、積極的に、校長だったら窓口をどう整理をしていったら分かるだろうし、そう

いう手段でいったら、新聞に書いてありましたように、これからたくさんの出前授業がで

きるのかなと。 
 まだ言えば、一日中来てもらうようなつもりで、自分勝手な想像をしているのです。そ

の辺が、１日の２時間で、最終的に３年になってお世話になったと。だから、出前授業を

どうお願いするか、すべを知らない教師も結構いるのではないかなというのが一つなので

す。 
 このことは初っぱなの話でありましたけれども、８万７千名ぐらいか、どんどん舞鶴の

人口が減少していくと。どちらの中学校も高齢化率は 40％を超えています。そんな中で、
いかにこの地域に若者が残るか。まして、地域を背負って立ってくれるか。そう考えたと

きには、確かに高専さんとしては人数確保をしなければいけないし、倍率のこともあるの

で、質の高い学生層を個々に声を掛けていかなければいけないのと同時に、地元にどう目
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を向けるかというのも一つ大事なのではないかなと。 
 例えば、さっきの出前授業で言うなら、今回は中学校のプログラムですが、小学校用の

もつくってみると、また理科で、その時まいた種が数年たったときに、ここへとつながる

可能性もあるのではないかなと思ったりします。 
 学生の支援の中でボランティアを掲げておられましたけれど、やっぱりこれは宣伝力が

あると思います。学園祭の前に二人の高専の学生さんがポスターを持ってみえました。も

う生き生きしているんですよ、自分がこうしてやっていることを。どこから来ていると言

うと、やっぱり亀岡だったのです。そのポスターの中に二人の顔写真がある。それを見つ

けて、しばらく話していたのです。 
 やっぱりこういう生きがいというか、熱い子たちがいるので、この辺を柱にしたら、本

当に高専の看板を掲げて、背中にでも背負って地域貢献ができるのではないか。これもよ

い宣伝ではないかと思っております。 
 先ほど、卒業生やら修了生のアンケートを説明いただきました。そして企業からのと、

１点ずつだけ言わせてください。 
 一つは、企業からのアンケートを読ませていただいての感想ですけれども、文章で書か

れている初っぱなのところです。人間力として、礼儀正しい、感謝の気持ち、謙虚な気持

ち。学校の中でこの方は、先ほども心の問題がありましたけれども、教えていく必要があ

るのではないかなと。 
 余談になりますけれども、私も稗田先生も 10月４日に、実は山中先生の話を聞きました。
ちょっと日にちがずれていたら、それはキャンセルだったでしょう。一定の話をされなが

ら、やっぱり 200 人の研究員を抱えたり、共同研究者を大事にされているのです。自分の
研究はとても立派だけれども、実は私の発想で、これだけ実験をずっと重ねてくれた３人

だけは写真で紹介されました。 
 古い付き合いで、奈良先端大学院大学からの付き合いの女性であったり、高橋さんとい

うのは自分でよそで講演していますとかという。本当に謙虚さを通して人間性を感じてま

いりました。 
 これは６の「その他」のところに書いてありました。「近年の新卒者は、こちらから問い

掛けや話し掛けたことに返事等ができない方が非常に多い。」これは謙虚に、高専さんだけ

の課題ではなしに、中学校、小学校、あるいは家庭の問題としても受け止めていく必要が

あると思います。 
 それから、卒業生、修了生のアンケートです。その回収率の問題もそうですが、中には

辛口の言葉もありました。けれども、読んでいて胸が熱くなるのもあります。自立した技

術者像、その他のところで見ています。17 ページだったかな。こんな立派な高専生が育つ
んだ。すごいなあと。17 ページの下から５行目辺りかな。後のほうから読んでみますけれ
ども。 

 「本校をこれから巣立つ、まだ顔も見ぬ後輩たちと、社会の現場で手を取り合える日に
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期待をしつつ」、後は、われの仕事に戻るのですが、やっぱりこういう生徒が育っていると

いうこと、教育そのものは、種をまいて大事にして育てないといけないなと。そんなふう

な感想を持ちました。以上で終わります。また、これからもよろしくお願いします。 

 

○司会 どうもありがとうございました。 

 たくさんのご意見をいただきまして、当初は質問をいただいて、後で総評をいただくと

いう段取りで考えていたのでありますけれども、すでにいろんなご意見を頂戴いたしまし

たので、私の方で整理をさせていただきたいと思います。 

 まず新原先生から、入学者の確保という観点では、長岡技大もまったく状況は同じであ

る。やはり口コミというものを活用していくのが大事で、それを言葉で表すと、例えば相

思相愛ということである。また、学校をブランド化するという工夫をしているので、舞鶴

高専でも、そういう工夫をしてはどうかということでした。 

 外部資金の獲得につきましては、現状の２倍ぐらいを目標に設定してやっていくと、も

っと成果が上がるのではないかというご意見をいただきました。 

 ３番目ですが、ＪＡＢＥＥとか、機関別認証評価が大学、高専に課されているわけです。

これについては、評価する側はどうしても形式的な整理、あるいは整備を要求することが

多いのですけれども、そういう形式論にとらわれずに、内容的な改善というところに力を

注ぐべきであるというご意見をいただきました。 

 ４点目ですが、アンケートの結果ということで、英語のコミュニケーションが弱いとい

うのが出ておりました。これは、もともと高専の学生が英語力が弱いということではなく

て、本人が食わず嫌いみたいなところがあるのではないか。うまくきっかけをつくってや

ると、うまくいく。 

 実際に長岡技大で海外インターンシップに学生を派遣すると、学生は現地語がかなり上

手になって帰ってくるということですので、教育ばかりではなくて、きっかけをうまく与

えることが大事であるというアドバイスをいただきました。 

 次に齋藤さまからは、高専は専門教育だけではなくて、人格の形成教育もやらなければ

いけない。そういう学生が入ってくる学校である。ですから、全人教育を行う学校なのだ

という観点で、もう一度教育内容をおさらいしてみるというのがいいのではないか、とい

うご助言をいただきました。 

 創造工学的な観点で能力を育成するという意味で、例えばＫＪ法とか、いろんなツール

がございますけれども、そういうものを授業の中に入れていくというのがいいのではない

かということでした。 

 ３点目がＶ＝Ｆ/Ｃ。すなわちバリューというのはファンクション割ることのコストであ

る。でも評価はバリューで行うのだと。すなわち、ファンクションとコストをうまく選べ

ばバリューを高めることができる。だから、お金を掛けなくても、うまくやるとバリュー

を高めることができるんだよということですので、それぞれに合わせたＦとＣの組み合わ
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せを選ぶと考えるのがよいのではないか。 

 これを学生たちにも教える必要がある。それを教えることによって学生たちは、いろん

な選択肢、つまりファンクションとかコストの選び方、考え方を知っていると、いろんな

場合に応じて価値を高めることができるんだなと。それをやれるようにするために勉強す

るんだなと認識を持たすことが大事であるというご意見、アドバイスをいただきました。 

 現在、日本の産業構造、経済の状況もどんどん変わっております。この産業構造を意識

したカリキュラム設計も、これからはどんどん必要になってくる。併せて、「モノビジネス」

から「コトビジネス」への転換が進んでいますので、これについても配慮が必要であると

いうご意見をいただきました。どうもありがとうございました。 

 次に稗田先生からいただきましたアドバイスであります。学生のメンタルヘルス、人文

系科目についての企業評価、あるいは卒業生の満足度が低い、それから学生同士の人間関

係が、説明を聞いていて気になったことである。 

 まず最初のメンタルヘルス、それから３番目に出てきました学生同士の人間関係の観点

では、中学校では中学生同士の人間関係をうまく構築するという工夫をしている。具体的

にはグループで何かに取り組ませるというようなことである。 

 自己との対話は他者との対話に反映するという言葉もあるように、学生たちには自分自

身との対話、仲間との対話を通じて、人との関係をどのように構築するかという能力を身

に付けさせることが、人文的な科目が目標とする、基本的な感覚を身に付けさせることの

基礎になるのではないかというご意見をいただいております。 

 次に舩本先生から、出前授業をしていただいたと。舞鶴高専から二人の先生に来て、や

ってもらったのだけれども、基本は中学校で教えるので、応用を高専の先生にやってもら

いたいという思いでお願いをした。 

 高専の活用の方法ということでいろいろ考えて、こういうふうにしてくださいとやれば、

高専の先生も出前授業はしやすいものだろうとは思う。しかしながら中学校の先生の方で、

高専にどういう頼み方をしたらいいのか、高専の先生は何をしてくれるのかをまったく知

らない先生が、かなりいるということを知っていただきたい。 

 ですので、高専はこういうことができますよというＰＲをうまくしていただくと、中学

生にも高専ってどういうところなのか、あるいは中学校の先生たちに、高専の先生たちが

何をしてくれるのかということで、連携をもうちょっと深めることができるのではないか

という助言をいただきました。 

 舞鶴市の人口がどんどん減っているということです。高専として、地元に目を向ける一

つの方策としまして、小学生向けの出前授業をもうちょっとやっていただくと、これが将

来の種になって、舞鶴市内の中学生が高専に入学するということのきっかけになるかもし

れない。そういうかたちでの地元貢献もよいのではないかということでした。 

 ボランティアというものも非常に宣伝力が大きい。例えば、舞鶴高専の高専祭のポスタ

ーを貼ってくれと学生がお願いに来たけれども、彼は非常に主体的にやっているというこ
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とで、顔が生き生きしていた。そういうことで、学生たちが自分たちの思いでやるという

ことは、周りに対して、それをひしひしと伝えることができる力になっているということ

です。 

 アンケートについてですけれども、企業からもたくさんのコメントがあった。人間力、

礼儀正しさ、感謝の気持ちを相手に伝えるというようなことを、高専でも教えていく必要

があるのではないか。 

 京大の山中先生のお話を伺ったところ、共同研究者をとても大事にされていた。そうい

うことなんかを考えてみても、高専の学生には、自分の周りの人たちに対する感謝の気持

ちを持たせる教育が大事なのではないかというご助言をいただきました。 

 コメントをたくさんいただきましたけれども、私の方でいただきました内容としては以

上であります。そろそろ時間にもなっておりますので、最後にまとめということで、新原

先生からしていただけますでしょうか。 

 

○新原 各評価委員の先生方は、それぞれの立場からご意見をうまくまとめて頂いたと思

います。ありがとうございました。終わる前に、私の方からもう少し先ほど申し上げなか

った事項を、太田校長はもう十分に気付かれ対応されていると思いますが、取り上げさせ

て頂きます。取り上げたいのは高専の高度化再編成の問題です。高専における「高度化」

の意味合いは何なのか。先ほど齋藤委員からもご意見があったような気がしますが、今後、

加速度的に世の中が変わっていきます。それにつれ技術もどんどん変わっていきます。と

いうことは、今の学生たちが、この舞鶴高専を卒業し社会の中心になるのは、短くて１０

年、長いと２０～３０年先と言うことになります。その人たちが、高専を出てから、自分

で描いた未来の夢に向けて、自分で考え、決定し、挑戦して、鍛えて、自分の能力を最高

に 20 年、30 年発揮できるような基礎を準備し整えるのが高専での教育です。その面では、

私たち教育者というのは、学生が在学している間だけに責任を持っているわけではなくて、

彼らが卒業してからも、学生諸君が各自の能力を最高に発揮し、世に中の中心として活躍

できるまで責任を持たないといけない、のだと私は考えています。 

 そうだとすると、高専の高度化は、明日、明後日、２年後、５年後に対応した高度化で

はなく、１０年～３０年後の未来社会に向けて学生が伸び続けるための高度化であるべき

です。そうだとすると、高専の高度化の中で本質的に一番大事で忘れてはならないことは、

物つくり工学の基礎の基礎を如何に確実に修得させるかということだと思います。基礎力

がなければ、いくら最先端のところをいろいろ融合すると言っても、最終的には何も出て

きません。１０年から１５年前に多くの国立大学が実施し、失敗した、高度化に見せかけ

て基礎をないがしろにした大学院重点化政策と同じ轍を踏まないようにお願いしたいと思

います。 

 高度化再編成の一番大事なポイントは、基礎をどういうかたちで教えるかということが、

特に高専の場合は非常に大事なのではないかなという気がします。高度化再編成といいま
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すと、二つか三つを融合したようなことを色々と考える場合がありますけれども、その場

合にも、それぞれの基礎が確実に出来上がっていて初めて、役立つ融合が可能になります。

両方が十分でないものを融合して良くなるわけではありません。両方が良くて初めて融合

した結果が良くなるわけですから、宜しくお願いします。 

 繰り返し申し上げますが、１５年位前に日本を代表する多くの国立大学が大学院重点化

において、多くの基礎を切り捨てた結果として、これらの大学から物つくりに必要な人材

の輩出が難しくなっている失敗を繰り返してはなりません。高専が多くの産業界から評価

され続けてきたのは、基礎を大切にして、それを実践的なプロセスを通して教えてきたか

らであるという事実を良く理解いただき、その上での高度化に進んでいただきたいと思い

ます。 

 太田校長から、人間的な面での教育に関して非常に大事な話をして頂いたと思います。

その辺が、今の一般高校や大学、中学校でもそうかもしれませんが、日本の教育の世界か

ら抜け落ちていきているような気がしています。舞鶴高専では、太田校長のリーダーシッ

プのもとに、学生の人間としての総合力を高める教育を是非とも進めて頂きたいと思いま

す。 

齋藤委員からも、全人格教育の話を頂きましたが、これは絶対的に必要と私も信じてい

ます。全人格教育ができなければ、世の中の動きについていけません。未来の技術者・研

究者・経営者に成長するはずの今の学生が学ぶべき最も重要なもので、今までの日本の教

育においては欠けていた教育は、技術がどういうかたちで変遷していくのかを含めた、先

を読む力の育成であり、この力は未来社会で活躍する人にとって最も大切なのではないで

しょうか。 

 先が見える人材を育成するためには、工学以外の分野、例えば文化とその変遷、人間と

歴史の変遷、社会経済とその変遷、その他の様々なことを学び、人間としての総合力を高

めることが必要と思います。人間としての総合力を高める教育を如何に実施するかは、大

学でもそうですが、今後の大きな課題になっていくと思います。高専でも、同じようなこ

とがあるのかなと私は思っていまして、一昨年から、長岡技大は高専の先生方と連携しア

ドバンスコースを設置し、高専の３年、４年生、５年生を対象にした、先取り型の教育を

テスト的に始めました。 

 私は学長に就任してから何時も工学系、理系の教育のベストな姿は何だろうということ

を考えてきました。結果として、私が夢として持っている工学教育の最終ターゲットとい

うことに関して、中学校・一般高校・一般大学のプロセスでは難しいのではと思っており、

この面で高専の位置付けというのは、今までもそうでしたが、今後も非常に大事になって

くるのではないかなと思っています。高専関係者には、自信を持って前に前に進んでいた

だければと。また、このような話を高専生や卒業生にも話して頂ければと思います。長岡

技大に入学してきた高専生と話して、少し気になるところは、高専生としての誇りとプラ

イド、自信が、少し欠けているかも知れないということです。学士諸君が自信を持って前
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進できるような話もお願いできればと思います。 

最後に、舞鶴高専は全ての面で素晴らしい結果を出されており、総合的な評価としては、

特優であると申し上げたいと思います。この素晴らしい成果を、今後は更に展開され、さ

らに上のレベルを達成して頂きたいと思います。 

 
○司会 新原先生、どうもありがとうございました。 
 本日は、時間がもうまいっております。私の進行に不適切なところがありまして、若干

混乱したところがございますけれども、本日はどうもありがとうございました。 
 最後に、閉会にあたりまして太田校長からごあいさつをさせていただきます。 
 
○太田 今日はお忙しいところをおいでいただきまして、どうもありがとうございました。

ただいま、たくさんご意見をいただきましたので、それを実際に実行に移していきたいと

思っております。 
 いま新原先生がおっしゃいましたように、いま産業界、企業の方から、高専の求人倍率

が高い一番の理由は、基礎力を確実に付けているというところかなと思いますので、その

辺を今後ともやっていこうと思っております。また、高度化再編でございますが、産業構

造、あるいは社会構造を十分留意してやっていこうと思っております。 
 やはり大事なことは、お話しいただきましたように、謙虚であるということが、われわ

れ学生に対しても、社会に対しても一番大事かなと思ったところでございます。それから、

学生の夢を大事にしてやって、それを伸ばすということもアドバイスをいただきましたの

で、それも大事かと思っております。 
 最後でございますが、今日、相思相愛というのをおっしゃっていただきました。私が尊

敬していました元松江高専校長の宮本先生、化学の先生でございますが、あの先生はいつ

も商売人の三井家の家訓の「三方よし」、先方よし、当方よし、世間よしと言っておられま

したけれども、学生、保護者がいい。それから、高専、あるいは本校の教職員の方も非常

によくなる。もう一つは世間よし。社会が本校のためによくなる。口幅ったいですけれど

も、三方よし。そして、この相思相愛でございますが、それがあれば本校は伸びていくな

と思っているところでございます。 
 以上、私なりに簡単に今後の決意を言わせていただきました。本当に今日はどうもあり

がとうございました。以上でございます。 
 
○司会 では、平成 24年度の舞鶴工業高等専門学校外部評価委員会を、これで閉会とさせ
ていただきます。本日はどうもありがとうございました。 
 

（終 了） 


